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【
質
疑
】中
核
機
関
の
概
要
は
。

【
答
弁
】国
の「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、権

利
擁
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、必

要
な
と
き
に
適
切
な
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
、地
域
で
支
え
る
体
制
を

構
築
す
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
心
と
な
る
機
関
で
、「
白
石

衛
　
生
　
費

民
　
生
　
費

　
議
案
第
21
号・令
和
７
年
度
白
石
市一般
会
計
予
算
か
ら
議
案
第
27

号・令
和
７
年
度
白
石
市
病
院
事
業
会
計
予
算
ま
で
の
計
７
議
案
に
つ

い
て
、定
例
会
４
日
目（
２
月
21
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
た
後
、議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会（
委
員
長・四
竈
英
夫
、副
委
員
長・髙
子
秀
明
）は
、３
月

３
日・４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

採
決
の
結
果
、全
会一致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

【
質
疑
】業
務
委
託
の
内
容
と
実
施

時
期
は
。

【
答
弁
】観
光・特
産
品
な
ど
の
資
源

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
広
く
発
信
し
、市
の
魅
力
度
や

認
知
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を
促

す
こ
と
に
よ
り
、市
内
事
業
者
の
売

り
上
げ
向
上
や
ふ
る
さ
と
納
税
の

総
　
務
　
費

収
入
増
加
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
開
設
を
早
期

に
進
め
る
と
と
も
に
、寄
付
が
集
中

す
る
11
月・12
月
の
駆
け
込
み
前
に
、

効
果
的
な
広
告
が
展
開
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

【
質
疑
】事
業
の
目
的
と
４
８
５
万

円
の
使
途
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
と
選
定
、モ
デ
ル
地
区
の
選

定
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

【
答
弁
】国
の
制
度
を
活
用
し
、ま
ち

市
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
名
称
で
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
質
疑
】事
業
の
詳
細
は
。

【
答
弁
】要
介
護
状
態
の
予
防
を
目

的
に
、「
白
石
温
泉
薬
師
の
湯
」と「

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
」の
２
カ
所
で

実
施
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で

あ
る
。　

　

要
介
護
認
定
等
に
該
当
し
な
い

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、生

活
指
導
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、軽

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、昼
食
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
負
担
は
、１
回
の
利
用
に

つ
き
千
円
、週
１
回
、月
４
回
利
用

を
基
本
と
し
、２
施
設
を
週
替
わ
り

で
交
互
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
質
疑
】事
業
の
詳
細
は
。

【
答
弁
】出
産
応
援
給
付
金・子
育
て

応
援
給
付
金
と
し
て
、各
５
万
円
を

給
付
し
、経
済
的
な
子
育
て
支
援

一
般
会
計

◎
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

◎
集
落
支
援
員
事
業

づ
く
り
協
議
会
へ
の
委
託
事
業
と

し
て「
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」を
設
置
、地
域
住
民
と
の
話

し
合
い
を
行
い
な
が
ら
新
た
な
取

り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

モ
デ
ル
地
区
に
斎
川
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
想
定
し
て
い
る
。斎
川

地
区
は
、地
区
計
画
を
最
初
に
策
定

し
、令
和
元
年
度
、国
の
優
良
公
民

館
表
彰
で「
最
優
秀
館
」に
輝
き
、

日
本
一の
公
民
館
と
な
っ
た
後
も
新

た
な
取
り
組
み
に
対
し
て
意
欲
的

で
あ
り
、実
現
の
可
能
性
と
他
地
区

へ
の
プ
ラ
ス
作
用
も
期
待
で
き
る
。

　

委
託
料
に
、１
名
分
の
人
件
費
と

厚
生
費
、事
業
費
合
計
４
８
５
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
と
し
て
、国
は「
集
落

点
検
の
実
施
」「
集
落
の
あ
り
方
に

関
す
る
話
し
合
い
の
促
進
」「
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
集
落
の
維
持
・
活

性
化
対
策
」を
掲
げ
て
い
る
。ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
候
補
者

の
選
考
を
行
い
、市
へ
報
告
を
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

【
質
疑
】事
業
の
ね
ら
い
と
そ
の
効

果
は
。

【
答
弁
】白
石
城
、城
主
片
倉
小
十

郎
公
と
い
っ
た
歴
史
的
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、甲
冑
を
は
じ
め
と

す
る
戦
国
時
代
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
雰
囲
気
づ
く
り
に
よ
り
、歴
史
に

興
味・関
心
の
あ
る
方
や
外
国
人
観

光
客
を
呼
び
込
み
、交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

特
に「
鬼
小
十
郎
ま
つ
り
」に
は
、

昨
年
約
８
千
人
が
来
場
し
、市
内
業

者
も
多
く
出
店
。ま
つ
り
会
場
や
中

心
市
街
地
は
大
変
賑
わ
い
、活
気
あ

る
地
域
づ
く
り
が
図
ら
れ
た
。ま
た
、

エ
キ
ス
ト
ラ
60
名
の
う
ち
、約
半
数

が
県
外
か
ら
の
参
加
者
で
、ま
つ
り

当
日
と
３
回
の
練
習
会
の
宿
泊
や

飲
食
の
利
用
が
あ
っ
た
。

◎
甲
冑
の
ま
ち
事
業

◎
権
利
擁
護
支
援
体
制
整
備
事
業

◎
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

◎
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金

　
事
業


